
スマートIoT推進フォーラム
2022年度活動状況

2022年3月

スマートIoT推進フォーラム第7回総会

スマートIoT推進フォーラム事務局



ﾈｯﾄﾜｰｸ等のIoT関連技術の開発・実証、標準化等

• 国内外の動向把握と技術・標準化戦略、普及展開戦略の検討 等

• 技術実証・社会実証を促進するテストベッドの要件とその利活用
促進策の検討 等

• IoTの活用等に必要な専門知識の要件に関する検討、技術開発
人材等の育成の推進 等

• 自律型モビリティシステムの早期実現に向けた技術開発、実証 等

• スマートシティの社会実証に向けた技術、課題の検討 等

• 異分野ソーシャルビッグデータの横断的な
流通・利活用を行うための課題の検討 等

IoT推進コンソーシアム

IoTセキュリティＷＧ
IoT推進ラボ

(先進的ﾓﾃﾞﾙ事業推進WG)
データ流通促進ＷＧ

ｽﾏｰﾄIoT推進ﾌｫｰﾗﾑ
(技術開発WG）

座長：徳田英幸（情報通信研究機構理事長）

会長：村井純（慶應義塾大学 教授）

会員数：2,530者 (2023年3月3日現在）

• マーケティング活動のトータルコーディネート
• アイデアソン等、イベントの開催
• ＩｏＴ導入事例収集支援と会員向け紹介

• 産学官の今後の戦略の策定や具体的なプロジェクト組
成、テストベッド活用ノウハウの共有、国際標準化活動
の推進を実施

• 各プロジェクト成果の情報共有、対外発表。また、具体的
な検討結果を技術戦略検討部会を通じ国際標準化へ向け
て議論を展開

テストベッド分科会

IoT人材育成分科会

スマートシティプロジェクト

異分野データ連携プロジェクト

IoT価値創造推進チーム

技術戦略検討部会
部会長：森川博之（東京大学教授）

研究開発・社会実証プロジェクト部会
部会長：下條真司（大阪大学教授）

自律型モビリティプロジェクト

技術・標準化分科会

スマートIoT推進フォーラムの体制図

国際連携ＷＧ
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2022年度スマートIoT推進委員会の新規委員について

・2022年4月13日～4月20日に、会員各位にメールにて以下の委員(1
名)の選任を諮り、賛成多数で選任された。

三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 所長 松下 雅仁氏

・2022年6月28日～7月5日に、会員各位にメールにて以下の委員(1名)
の選任を諮り、賛成多数で選任された。

日本電信電話株式会社 常務執行役員 研究企画部門長 岡 敦子氏

2022年7月～2023年3月まで委員の交代はございません。



2022年度スマートIoT推進委員一覧(2023年3月現在)

相田 仁 東京大学大学院工学系研究科 教授
及川 将之 株式会社日立製作所社会ビジネスユニット エグゼクティブストラテジスト
小川 立夫 パナソニック ホールディングス株式会社 執行役員 グループCTO
岡 敦子 日本電信電話株式会社常務執行役員研究企画部門長
松下 雅仁 三菱電機株式会社情報技術総合研究所所長
越塚 登 東京大学大学院情報学環 教授
佐藤 拓朗 早稲田大学理工学術院理工学術院総合研究所特任研究教授
下條 真司 大阪大学サイバーメディアセンター 教授
須藤 修 中央大学国際情報学部教授、東京大学名誉教授
徳田 英幸 国立研究開発法人情報通信研究機構理事長
西原 基夫 日本電気株式会社取締役執行役員常務 兼CTO 
水野 晋吾 富士通株式会社執行役員 EVP
村井 純 慶應義塾大学 教授
森川 博之 東京大学大学院 工学系研究科教授
吉村 和幸 KDDI株式会社取締役執行役員常務

*青文字は、2023年2月に所属等の変更があったものとなります。



・IoT通信技術に関する国内外の動向把握と技術・標準
戦略、普及展開戦略の検討 等を実施。

・2022年度は、分科会会合を11回開催。3つのタスクフォース
にて、IoT情報モデルの検討、エリアネットワーク運用管理規定
の検討、センサ情報を使用したインフラ構造物の維持管理に
関する検討を推進中。

・IoT・ビッグデータ(BD)・人工知能(AI)等に関する、技術実
証・社会実証を促進するテストベッドの要件とその利活用促
進策の検討を行うことを目的とし、分科会、コアメンバー会議、
各種検討会にて活動。

・2022年度は、分科会会合を2回開催、データ分・析可視
化タスクフォース,ユーザ連携・循環進化検討タスクフォースお
よびワークショップを開催し、テストベットの利用者連携促進、
B5Gの研究開発促進を推進中。

技術・標準化分科会

テストベッド分科会

技術戦略検討部会 研究開発・社会実証プロジェクト部会

・各部会・分科会等の活動状況を踏まえた組織横断的な取組み
の推進、及び会員向けサービス拡充に向けた取組みの推進

・2022年度は、チーム会合を1回開催。
主な実績は、IoT導入事例紹介(14件)、メールマガジン配信
(11件)、会員向け情報発信(32件)、イベント後援等（4件) 。

IoT価値創造推進チーム

2022年度 年間活動状況(各分科会・プロジェクト・チーム) 5



技術・標準化分科会 活動報告

技術・標準化分科会長

北陸先端科学技術大学院大学
丹 康雄

スマートＩｏＴ推進フォーラム第８回総会



2022年度 主な活動成果 技術・標準化分科会

◼ 設置目的
IoT・ビッグデータ（BD）・人工知能（AI）等に関する国内外の動向把握と技術・標準化戦略、普及推進戦略等の検討

◼ 活動概要
会員内外からの講演を毎回1件、各TF、AdHocの報告、等からなる分科会会合を11回(8月を除く毎月)、TF会合を計25
回開催。TTC IoTエリアネットワーク専門委員会等との連携により標準文書を作成

（分科会長：JAIST 丹）
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スマートIoT推進フォーラム

技術戦略検討部会

技術・標準化分科会（親会）
分科会長 丹 康雄(北陸先端大教授)

プロトコル・情報モデルTF(リーダ： OKI  高呂)

エリアネットワークOAM TF(リーダ：富士通 松倉)

インフラモニタリングTF(リーダ：OKI  川西)

IoT国際標準化AdHoc (不定期開催 リーダ：NTT 近藤)

IoT調査AdHoc (不定期開催 リーダ：NTT-AT 大濱)

HP: https://smartiot-forum.jp/

HP: https://smartiot-forum.jp/tech-strategy/tech-std
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https://smartiot-forum.jp/tech-strategy/tech-std


技術・標準化分科会 プロトコル・情報モデル TF

◼ 設置目的： IoTエリアネットワークのプロトコルや情報モデル技術に関する動向調査・標準化等の検討
◼ 検討方針(2021年度と同様)

(1) IoT向けに新しく出てきた通信技術に伴う、既存資料の更新。
(2) その新規技術についての検討を継続。

◼ 活動概要： 2022年4月～2023年3月まで会合を10回開催
昨年度発行されたTR-1082 「SPE DC 給電実装ガイドライン」を改版し、第３版を発行（カテゴリ別仕様への変更、
2.5/5/10Gbps追加）。同様にTR-1064「IoTエリアネットワーク向け伝送技術の概説」を改版し、第4版を発行（Wi-Fi、LPWA
などを修正）。以下にTR-1082改版の一部（左）と、TR-1064ｖ４改版の一部（右）を示す。 注）TR-xxxxはTTC技術レポートの文書番号

（リーダ：OKI高呂）
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規格名 利用周波数帯(Hz) 最高伝送レート 規格化 Wi-Fi Alliance呼称

802.11 2.4G 2Mbps 1997年6月

802.11b 2.4G 11Mbps 1999年9月 （Wi-Fi 1）

802.11a 5G         54Mbps 1999年9月 (Wi-Fi 2)

802.11g 2.4G 54Mbps 2003年6月 (Wi-Fi 3)

802.11n 2.4G、5G 600Mbps 2009年9月 Wi-Fi 4

802.11ad 60G 6.757Gbps 2013年1月 WiGig

802.11ac 5G 6.933Gbps 2013年12月 Wi-Fi 5

802.11ax 2.4G、5G 10Gbps 2021年2月 Wi-Fi 6

802.11ah 920M 10Gbps 2016年 Wi-Fi HaLow

802.11be 2.4G、5G 46Gbps 2024年5月予定 Wi-Fi 7



技術・標準化分科会 エリアネットワークOAM TF

◼ 設置目的
IoT エリアネットワークの運用・管理・保守技術に関する動向調査・標準化と普及戦略等の検討

◼ 検討方針(2022年度)
デバイス接続ネットワークのトラブル検出・普及に関する標準規格(JJ-300.00, ITU-T  G.9973)の普及に向け、実環境へ

の適用時に考慮すべき課題を解決するガイドラインの作成。スマートシティ等における具体的なエリアネットワークの
例を元に、可能な適用方法を検討する。

◼ 活動概要
2022年4月～2023年3月まで会合を10回開催。JJ-300.00(HTIP)を利用し、IoTエリアネットワークの実用的な運用管理を
実現するための機能とその限界等について調査。

Wi-Fi HaLowやSingle-pair Ethernetなどの新しい通信技術を含め、無線・有線ネットワークを組み合わせたローコストなネットワークに対して
運用管理機能を実現する。5Gがリーチできないデバイス接続ネットワーク(エリアネットワーク)を補完。

（リーダ：富士通松倉）
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TTC標準 JJ-300.00 ： ホームネットワーク接続構成プロトコル
HTIP ： Home network Topology Identifying Protocol 9

AP

BR

BR

L2SW

L2SWL2SW
5G

Device

DeviceDevice

Wi-Fi HaLowSingle-pair Ethernet(SPE) SPE

HTIP
マネージャ

デバイスのインタフェースに合わせた
無線、有線のネットワークの組み合わ
せで実現されたエリアネットワーク。
HTIPによるデバイス・ネットワーク運用
管理を実現する。



サービスプラットフォーム・運用管理関連規格の関係チャート 10

情報家電のコンフィギュレーション

国際標準

国内標準

作業中

【サービスプラットフォーム】

【運用管理】

【コンフィギュレータ】

TR 1046 JT-Y2070 W3C WoT

TR 1053 TR-1057

JJ-300.00v2JJ-300.00v1

IEC 62608-1

TR-1062

IEEE 802.1CF

ホームネットワーク向けサービ
スプラットフォーム(13.3)

HEMS・ホームネットワーク
サービス向けアーキテクチャ(15.8)

Web of Things(20.4)

ホームネットワーク接続構成特定プロトコル(10.8)

サービスプラットフォームにおける
カスタマサポート機能(16.2)

近距離無線における運用管理
アーキテクチャ(19.3)

カスタマサポートユースケース(16.11)

JJ-300.00v3

TR-1061

JJ-300.00実装ガイドライン(18.3)

運用管理機能拡張(15.8) 非IP/非Ethernet含む拡
張(17.5)

IEC 62608-2

TR-1075

Y.sup.4409

実装ガイドライン(19.12)

Y.4409(旧Y.2070)

G.9973v1 G.9973v2

アーキテクチャ(15.2)

IEEE 802.1CF
実装ガイドライン(19.9)

TR-1086

HTIP評価ツール(21.3)

カスタマサポート機能
(16.2)

TR-1059

パーソナルデータ利活用
機能要件(15.3)

TR-1076

IoTエリアネットワーク情報モデルの
概説(19.6)

HTIP(11.10) HTIPv3対応(17.8)

HTIPv3実装ガイドライン(21.3)

TR-1073

Architecture

Thing Description

共通情報モデル

語彙共通化・オントロジ

ダウンストリーム

TR-1092

TR-1093

トポロジと機能配置(22.4)

ショートフレーム形式(22.4)
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調査・検討中

具体的なエリアネットワーク
における運用管理方式



技術・標準化分科会 インフラモニタリングTF

タスクフォース概要 備考

設置目的 社会インフラ維持管理へのIoT活用に関し、国内外の関連動向を把握し、普及推進、
標準化などの調査検討を行なう。（2017年12月設置）

リーダ：OKI
サブリーダ：早大

検討方針 インフラモニタリングに関わる有識者を招き、取組紹介、ニーズ把握、標準化検討を行う TF会合を隔月開催

2022年度の主な活動と成果

• 2020年度にITU-T SG20へ提案したIoTインフラモニタリング要求条件の審議が完了し、以下の国際勧告が制定された。
ITU-T Y.4214 Requirements of Internet of things-based civil engineering infrastructure health monitoring system (2022年2月)

• 2022年度はインフラ維持管理へのICT技術適用、およびスマートシティ・スーパーシティ・デジタル田園都市国家構想に関する動
向に関する情報交換を行ない、地方へのインフラモニタリング普及推進施策について調査・検討した。

（リーダ：OKI川西）
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会議日程 議題

第２６回 2022/7/26 インフラ維持管理への新技術適用に関する動向 （TFリーダ）

第２７回 2022/9/20 インフラモニタリング動向紹介 （TFリーダ）

第２８回 2022/11/22 スマートシティ、スーパーシティ、デジタル田園都市関連の動向 （TFサブリーダ）
インフラモニタリング技術のスマートシティ等への適用について （TFリーダ）

第２９回 2023/1/24 インフラ維持管理関連の動向アップデート （TFリーダ）
インフラモニタリングの普及推進に関する検討 （TFリーダ）

第３０回 2023/3/28
（予定）

モニタリングデータの標準化検討のご紹介（関西情報センター）
インフラモニタリングの普及推進施策（案） （TFリーダ）



ITU-T勧告 Y.4214：IoTベースの土木インフラヘルスモニタリングシステム要求条件 (2022年2月制定)

◼ 橋梁・道路・トンネルなどの土木インフラに設置したセンサーデバイスの管理や、センサーデバイスによって測定されるデータ
を収集・蓄積する機能を持ち、そのデータをインフラ構造物の変状の監視、老朽化度合あるいはメンテナンス必要性の推定を
行うアプリケーションへ提供するシステムを『土木インフラヘルスモニタリングシステム』と定義し、システムの参照モデルおよ
び要求条件を勧告した。
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ITU-T Y.4214 土木インフラヘルスモニタリングシステムの参照モデル

◼ 土木インフラヘルスモニタリングシステムは一般的なIoTシステムと同様の
システム構成で実現されるが、以下の2つの特徴がある。

① 構造物の変状を特定するためには、センサーデバイスと収集データ
の関係に加え、構造物の部位を表す情報と、センサー情報の関係が
重要になること

② インフラ構造物は何十年の単位で長期間運用され、センサーデバイ
スやコンピュータシステムとはライフサイクルが大きく異なるため、特
定の機器やシステムに依存せず、長期間継続してデータを蓄積する
必要があること

◼ システム全般的な要求条件として、以下を定義
①長期運用、②測定データ、③情報モデル、④設置情報

◼ 参照モデル（右図）の各要素（センサーデバイス、ゲートウェイデバイス、モ
ニタリングプラットフォーム、ネットワーク）に関する要求条件を定義

ITU-T Y.4214 Requirements of Internet of things-based civil engineering infrastructure health monitoring system （2022年2月）



連携

デジタル田園都市国家構想等へのインフラモニタリング提案に関する検討

◼ スマートシティ・スーパーシティやデジタル田園都市国家構想における 「交通・物流・インフラのDXによる地域活性化」や
「防災・減災等による安心・安全な地域づくり」などを検討する担当者様へ、IoTを活用したインフラモニタリング技術と、
ソリューション構築事例などの情報提供を検討している。
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出典：TTC技術レポートTR-1074「インフラモニタリング情報モデル標準化のためのガイドライン」、2019/3/15、一般社団法人情報通信技術委員会

インフラTFが提供する情報（候補）
インフラモニタリング・ソリューション

デジタル田園都市国家構想
（スマートシティ・スーパーシティ）

自治体が管理する公共インフラ

行政データ 民間データ

モニタ結果 診断結果AI (分析・診断支援)

センサ・機器 点検 計画NW・システム

行政サービス/
民間サービス

プラットフォーム

⇒ コンサル、計画、点検・診断等に
関わるシステム・AIアプリ構築の
技術・事例

⇒ モニタリング機器・システム・ネット
ワーク等に関わる技術・事例

• DXサービス事業者、SI事業者

• 分野別事業者（農業、林業、製造
業、MaaS、物流、介護福祉、健康
医療、教育、観光、防災、…ほか）

• 行政/民間サービスとの
分野間サービス連携 ⇒

• インフラ維持管理
（計画、点検、診断、措置） ⇒

• 機器、システム、施工 ⇒

関連産業

インフラTFの検討対象



2022年度 技術・標準化分科会 主な標準化成果

1. TTC TR-1082 「SPE DC 給電実装ガイドライン」の改定、第３版を発行（2022年12月）（カテ
ゴリ別使用への変更、2.5/5/10Gbps追加）

2. TTC TR-1064 「IoTエリアネットワーク向け伝送技術の概説」を改版し、第4版を発行(2022

年4月）（Wi-Fi、LPWAなどを修正）

3. TTC TR-1092「HTIPのIoTシステム適用に関する実証指針1～トポロジと機能配置～」
を発行 (2022年4月)

4. TTC TR-1093「HTIPのIoTシステム適用に関する実証指針2～ショートフレームにおけるフ
レーム形式～」
を発行 (2022年4月)

14



テストベッド分科会

２０２２年度活動実績と

次年度の活動方針について

テストベッド分科会長

名古屋大学 河口信夫

スマートIoT推進フォーラム第８回総会



【テストベッド分科会の目的】

技術実証・社会実証を促進するテストベッドの要件とその利活用促進策の検討を行うことを目的とする。

16

B5Gネットワーク

タスクフォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッド分科会

体制 ⚫ テストベッドに実装すべき機能を見据えた「タスクフォース」を設置し、検討を促進

データ連携・利活用

タスクフォース

テストベッド分科会 2022年度の活動体制（１/２）
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テストベッド分科会 2022年度の活動体制（２/２）

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口教授
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促進及

び、テストベッドの循環進化創出の検

討

名古屋大学

河口教授
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテスト

ベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授
推薦・募集 随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分析・

可視化機能を検討

名古屋大学

河口教授

現行メンバ

及び随時推薦・

募集

随時

データ連携・利活用

タスクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・利活

用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ



18テストベッド分科会 2022年度活動実績

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会

第13回(9/27)

ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

B5Gネットワーク

タスクフォース

データ分析・可視化

タスクフォース

データ連携・利活用

タスクフォース

第14回(2/15)

▲

第4回（2/10 メンバのみ）

▲

第11回(7/12)

▲

高信頼・高可塑B5G/IoTテスト

ベッドシンポジウム(12/5)

▲

3回(6/28)
▲

第4回(1/20)

▲

第12回(10/4)

▲

第13回(12/15)

・テストベッド事例紹介

・高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッドの運用開始について
・CyReal実証環境の提供開始にむけて

・2022年度活動報告／次年度活動計画

・「高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド」新提供機能紹介

・事例紹介(2件) ・Beyond 5G 海外動向調査報告
・研究事例紹介（2件)

・テストベッドの循環進化について意見交換

・B5Gモバイルテストベッドの活用事例紹介

・来年度の活動計画について

・研究事例紹介（５件）

・データ分析・可視化ツールのソースコード公開

・データ補間・集約機能の試作

▲

第3回（9/20 メンバのみ）

・パネルディスカッション

参加

▲

第2回(6/28)

・ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォースと合同開催

フォーラム

総会

▲

キックオフ(3月)
▲

ワークショップ(4/26)

・キックオフミーティング開催予定

・メンバ紹介、TF設立趣旨確認

・データ連携・利活用における現状と課題について

意見交換

・高信頼・高可塑Beyond5G/IoT

テストベッドについて意見交換



テストベッド分科会 【第13回：9/27】

◼JGN利用事例

① 「超並列型ダイナミック MAC 及びダイナミックセキュアネットワーク技術検証実験 」

慶応義塾大学 岡本聡

② 「量子セキュアクラウドの社会実装の現状 」 NICT 藤原幹生

◼NICT「高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド」の運用開始にむけた準備状況

について

①ダイナミックMAC ➁量子セキュアクラウド

19



テストベッド分科会【第14回：2/15】

◼NICT「CyReal（サイリアル）実証環境」の提供開始にむけて

①「CyReal（サイリアル）とは？」 篠田陽一（北陸先端科学技術大学院大学）

②「CyReal（サイリアル）実証環境の設計・アーキテクチャの紹介」 宮地利幸（NICT）

③「今後の研究連携の可能性について」 廣井慧（京都大学）

20



ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ

21
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22ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース 【背景・目的】

背景：

–利用者相互の意見交換の場を求める声

– Beyond 5G時代の研究開発促進に資するテストベッドの
ニーズの汲み取り

目的：

– テストベッド利用者及び関係プレーヤー間での連携促進及
びテストベッド利活用ノウハウ等の共有

– テストベッドの循環進化を創出するための検討を通じ、
Beyond 5G時代の研究開発推進に寄与

⇒「提案・提言」としてまとめる



23ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース 【第3回：6/28】

活動概要（開催日｜2022/6/28）

◼ 共同開催によりタスクフォースを横断しての情報共有を推進

◼ NICTが整備する「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の

新機能や利用イメージを先行紹介
① 「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の新提供機能の紹介｜NICT

② 協調型自律ネットワークの研究開発でのテストベッド活用の検討状況

沖電気工業株式会社 近藤法夫

③ 「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」を利用した光ネットワーク自動制御のための基礎実験｜NICT 古川英昭

◼ 日本・欧州・米国・韓国・中国におけるBeyond 5G/6Gの動向・テストベッドの調査報告



24ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース 【第4回：1/20】

活動概要（開催日｜2023/1/20）

◼ 「国内外広域ネットワーク環境」をトピックとした研究の取組を紹介

① 【SC22 事例紹介】 IPA 松本智

日米間のネットワーク回線を利用した 400Gbps E2E データ・映像伝送実験

② 【NICT Beyond 5G 研究開発促進事業国際共同研究型プログラム 事例紹介】

九州工業大学鶴正人

低遅延・自律性を実現するフローティングサイバーフィジカルシステムと広域連携の研

究開発

➢ 実験ノウハウやシステム構築方法等の共有・公開の重要性を

再認識

◼ NICTよりテストベッド循環進化の方向性を説明。テストベッド分科

会としても方向性を共有。引き続きの連携を確認

①SC22

➁広域連携実験



25ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース 【循環進化の方向性】



26ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース 【循環進化の方向性】



27
B5Gネットワークタスクフォース

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ



28B5Gネットワークタスクフォース 【2022年度活動内容】

■内容

◆B5Gネットワークタスクフォース＆ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース

合同シンポジウム（6/26）

⚫ 高信頼・高可塑 B5G/IoTテストベッド新機能紹介

⚫ 事例紹介

⚫ 海外動向調査

◆第3回 B5G ネットワークタスクフォース会合（9/20）

⚫ NICTテストベッドのご紹介

⚫ 利用事例・計画のご紹介

◆第4回 B5G ネットワークタスクフォース会合（2/20）

⚫ NICTテストベッド利用事例報告

⚫ 自由討論

■目的 ・Beyond 5G の実現に向けたネットワークテストベッドの在り方の検討

・Beyond 5Gに関する研究開発・実証の促進

・その他タスクフォースの目的を達成するために必要な調査及び検討



29B5Gネットワークタスクフォース 【テストベッド活用事例紹介】

◆ SC22 デモンストレーション

◼ REINSコンセプト実証（慶應義塾大学 岡本先生）

◼遠隔8K映像処理実験（神奈川工科大学 丸山先生）

◆ 2023年NICT雪まつり実験

◼広域8K映像処理実験（神奈川工科大学 丸山先生）

◆ B5Gモバイルテストベッド実証（大阪大学，九州工業大学）

◼ B5Gモバイルネットワーク開発環境

◼ B5Gモバイルアプリケーション実証環境

（大阪大学 大平先生）

（九州工業大学 池永）



30B5Gネットワークタスクフォース 【今後の活動に向けて】

◆ B5Gネットワークタスクフォースメンバより

◼ あったらいいな

⚫壊せるネットワーク環境／柔軟な設定／遠慮無く使える環境

⚫無線区間の情報取得／自由な制御

⚫自由度の高いテストベッド（Software Defined ○○）

◼目指す方向

⚫研究開発に限らない産業利用を促進できる環境

⚫B5Gのキラーアプリ，ユースケース探索に使える環境の提供

⚫他のテストベッドとの連携・横断的に利用環境の整備

◼活動

⚫テストベッドの価値を向上させるための活動

⚫利用事例の蓄積，ノウハウの共有



31
データ分析・可視化タスクフォース

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ



32
データ分析・可視化タスクフォース 【目的】

目的： IoT 技術の普及においては、データを収集するだけでなく、データを分
析・可視化する技術が不可欠であるが、データ分析や可視化などの ツールやノ
ウハウが十分に共有されていない。そのため、テストベッド分科会の下に、「デー
タ分析・可視化タスクフォース(TF)」（リーダ河口）を創設。ツールやノウハウ を
共有、データ分析・可視化のためのテストベッド はどうあるべきかを検討

◆活動概要

➢事例研究

➢ツールの試作
ニーズと要素技術を調査し、
データ利活用を促進する
可視化サンプルプログラムの
要件を検討（2020年度)、
試作開発を開始(2021年度)



33データ分析・可視化タスクフォース 【サンプルプログラム試作】

時系列・地理空間情報に関するデータ分析・可視化サンプルアプリケーション

◼特長
• 簡易的に時空間データを動的に可視化分析できるツール

• テストベッド内でデータの取扱が広がる中で、共通的な
ライブラリやツールとして作成

• オープンソース、オープンAPI、オープンデータ、のみで構成

• 作成したライブラリやアプリケーションは、OSSとして公開

• ライブラリの実装例として、Mapbox(2次元)ベースと
iTowns(3次元)ベースのWebGISサンプルアプリを試作
（右図）

• パフォーマンスの観点で地図データや地理情報は
ベクトルタイル画像化



34データ分析・可視化タスクフォース 【2022年度活動成果】

■データ分析・可視化ツールの事例研究

◆関連分野の研究者開発者を招き、研究開発で用いられている
データ分析や可視化などのツール利活用を中心とした研究開発事例を紹介

◆本TFとの連携やサンプルアプリへのフィードバックの可能性を議論

① 移動体データ形式「OGC MF-JSON 形式」の取組みに関して｜産総研金京淑

② MF-JSON に関連した日立のケーススタディと周辺技術のご紹介｜日立製作所刑部好弘

➢サンプルアプリ上でのMF-JSON形式のデータ可視化に挑戦

③ G 空間情報センターと連動した都市のデジタルツインの自動構築東京大学デジタル空間

東京大学デジタル空間社会連携研究機構・機構長 関本義秀

④ 人流可視化の取り組み｜お茶の水女子大学伊藤貴之

⑤ MapLibre GL JS の利活用｜株式会社 MIERUNE 井口奏大

➢サンプルアプリへの適用を検討



35データ分析・可視化タスクフォース 【2022年度活動成果】

■分析・可視化サンプルプログラムの機能拡張
• 分析・可視化ツールをOSS化しGitHubで公開

https://github.com/nict-testbed-dalab

• データ前処理（データの時間粒度変換、欠損値の補間）の機能拡張を実施

• MF-JSON形式のデータを当該Webアプリで可視化（クライアント側での処理）

• 移動データの軌跡表示等、可視化を工夫

https://github.com/nict-testbed-dalab


36

会議体 目的 リーダ メンバ

テストベッド分科会
テストベッドの在り方を議論

他フォーラム、コンソーシアムとの連携

名古屋大学

河口教授
-

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促進及び、

テストベッドの循環進化創出の検討

名古屋大学

河口教授
TB利用者等

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテストベッドの

在り方を検討

九州工業大学

池永教授
現行メンバ

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化

機能を検討

名古屋大学

河口教授

現行メンバ

及び随時推薦・募集

データ連携・利活用タスク

フォース

テストベッドにおけるデータ連携・利活用の

在り方を検討

NICT

永野
調整中

2023年度テストベッド分科会活動方針



37

会議体 活動計画（案）
会合

頻度

テストベッド分科会

・活動方針・活動実績報告

・講演／事例紹介

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の機能拡張について

２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化検

討タスクフォース

・プロモーションにつながる取組み

・Beyond 5Gにおける、動向や技術開発の調査

・ユーザ間でのノウハウシェアにつながる利活用事例（特に新機能）の発掘

・合同会合等、タスクフォース間連携の可能性を検討

２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

・ニーズのヒアリング

・利活用事例の共有

・テストベッド利用活性化に向けた検討

随時

データ分析・可視化

タスクフォース

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討

・サンプルプログラム（ツール）の試作
随時

データ連携・利活用

タスクフォース

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」におけるデータ連携・利活用技術の

在り方を議論
2回/年

2023年度テストベッド分科会活動計画
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ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

B5Gネットワーク

タスクフォース

データ分析・可視化

タスクフォース

データ連携・利活用

タスクフォース

▲

第14回(8月)

▲

第16回(1月)

▲

第15回(11月)

▲

第5回(7月)

▲

第6回(1月)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(9月) 第16回(2月)

・講演／事例紹介

・活動方針／活動実績

・講演／事例紹介

・活動実績／次年度の方針案

・Beyond 5Gにおける、動向や技術開発の調査

・利活用事例紹介

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討

・サンプルプログラム（ツール）の試作

フォーラム総会

▲

第2回(7月)

▲

第3回(12月)

・データ利活用技術の紹介／情報共有／議論

▲

第5回(7月)

▲

第6回(10月)
▲

第7回(2月)

・ニーズのヒアリング ・利活用事例の共有

・テストベッド利用活性化に向けた検討

2023年度テストベッド分科会活動計画



スマートIoT推進フォーラム第８回総会



組織横断的な活動の活性化や会員サービス強化施策の企画・推進を担
務するチームを技術戦略検討部会及び研究開発・社会実証プロジェク
ト部会の下に設置

ＩｏＴ推進コンソーシアム

スマートＩｏＴ推進フォーラム

技術戦略検討部会

技術・標準化分科会

テストベッド分科会

ＩｏＴ人材育成分科会

ＩｏＴ価値創造推進チーム

研究開発・社会実証
プロジェクト部会 自律型モビリティプロジェクト

スマートシティプロジェクト

異分野データ連携プロジェクト

座長／徳田 英幸［ 情報通信研究機構 理事長 ］

部会長／森川 博之

［東京大学大学院工学系研究科教授］

部会長／下條 真司

［大阪大学サイバーメディアセンター教授 ］

チームリーダー／稲田 修一
［早稲田大学研究戦略センター教授］

40
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チームリーダー

サポートメンバー

稲田 修一［ 早稲田大学 研究戦略センター 教授 ］

高西 信治［株式会社タカヤコミュニケーションズ］

新井 茂成［Ｍｉｎｔｏｍｏ株式会社］ 高橋 紀之［ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社］

露木 聡［ナッジ株式会社］

チームリーダー代理

鉄川 貴志［ SCSK株式会社］
畠山 忍 ［ 国立研究開発法人 情報通信研究機構 統括 ］



各部会、分科会・プロジェクトの活動状況等を踏まえ、
『組織横断的な取組み』及び『会員向けサービス拡充』に向けた取組
みを企画・推進

（1） マーケティング活動のトータルコーディネート

・ ＨＰのタイムリーな更改
・ 情報集約と効果的な情報発信（アピール）
・ 他団体との連携

（2） 会員等と連携したイベントの開催

（3） IoT導入事例の収集と会員向け紹介

42



年間活動 --- ＩｏＴ導入事例紹介 事例のオンライン取材（１3事例）
ＩｏＴ導入事例紹介 記事をHPに掲載（１4事例）
ＩｏＴ導入事例紹介 メールマガジン発行（8事例＋総集編3）

月別活動
2022年 5月 --- イベント後援

「ワイヤレステクノロジーパーク(WTP）2022

6月 ‐‐‐ ＩｏＴ導入事例紹介 昨年度の総集編メールマガジン発行（3回）

7月 ‐‐‐ イベント後援 TTCオンラインセミナー
「『デジタル田園都市国家インフラ整備計画』を支えるIoTエリアネットワークの
標準化および最新技術動向」

11月 ‐‐‐ ヒアリングシート見直し(11月の取材より切替)
導入事例紹介ページの冒頭分見直し

2023年 1月 --- イベント後援 TTCオンラインセミナー
「Webベースのデジタルツイン標準化、最新技術動向」

2月 --- イベント後援 MCPC主催セミナー
「DX推進セミナーin九州 」

3月 --- 第１3回チーム会合[リモート]
『議題：2022年度の活動実績のまとめ 等』

スマートＩｏＴ推進フォーラム 第8回総会
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会員向け情報発信 （全会員へのメール配信）

・フォーラム活動に関する情報発信 ： 21件 ［35件］
・外部情報の提供（公募、意見募集等） ： 3件 ［ 3件］
・外部イベント・セミナー等の案内 ： 8件 ［ 9件］

（1） マーケティング活動のトータルコーディネート（2023年3月13日現在）

他団体との連携

・ IoT推進フォーラムの後援名義付与 ： ０4件 ［ 5件］
・東京都立産業技術研究センターの IoT事例検索機能との連携(2月掲載内容更新)

（参考）
昨年度実績

44

（件）

（2023年3月13日現在）



（２） ＩｏＴ導入事例の紹介

導入事例件数 協力いただいた企業

取材した事例
１3件

ハピネスプラネット、ヤマハ発動機、KMC、コア、ATTC、
京セラコミュニケーションシステム、プラグ、コニカミノルタ、アク
セルラボ、日本ソフト開発、朝日エティック、豊橋市水道局、ドコモ

［16件］

HP掲載事例
１4件

戸越銀座、ハピネスプラネット、ヤマハ発動機、KMC、コア、
ATTC、京セラコミュニケーションシステム、プラグ、コニカミノル
タ、アクセルラボ、日本ソフト開発、朝日エティック、豊橋市水道局、
ドコモ

［18件］

メルマガ配信

１１件

上記赤字の会員の事例を中心に、昨年度の総括も合
わせて

｢ここに注目！IoT先進企業訪問記｣
を配信

［13件］

（参考）
昨年度実績
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◼ IoT/AIの活用による、社会課題・業界課題の解決、新たなビジネスモデルの創出など、多くの先進事例に
出会うことができました。DXに挑戦する企業等が増えたように感じます。

◼ 昨年度の事例紹介を総括したメールマガジンを3回発行しました。

◼ 今年度と昨年度に事例を紹介した、朝日エティック様、伊那市様、神戸大学様には総会後半での講演をいた
だきます。



（参考）ＩｏＴ導入事例紹介ページ
46

掲載事例数が130(3月現在)となりました



皆様から寄せられたIoT導入事例をHPにて紹介しています。
ご活用いただくとともに、皆様の事例のご登録をお待ちしています!!

詳細はこちら
http://smartiot-forum.jp/iot-val-team/iot-case

メールマガジン配信中
導入事例に関するコラムを順次配信中です。
その他、フォーラムに関する最新情報を
お届けします。ご登録をお待ちしています。

登録はこちらから → https://goo.gl/YZTpze

お問合せはこちら（info@smartiot-forum.jp）

• フォーラム会員に向けた情報発信のご相談
• スマートＩｏＴ推進フォーラムとのイベント共催、後援・協賛のお申し込み
• ＩｏＴ価値創造推進チームのサポートメンバーのご登録
• 他、ご意見・ご要望 等
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